
◆橋梁の諸元 

◆橋梁施工方法 □ 鋼橋部（上部工） 
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箱桁 
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橋台：逆Ｔ式橋台  橋脚：張出式橋脚 

基礎
工 

Ａ1、P1,2,3：直接基礎 
P6：ケーソン基礎 
φ11.0m L=20.5m 

P4,5：場所打杭 
φ1.5m L=7.5～8.5m 

A2：鋼管杭 φ0.6m 
L=11.5m 

□鋼橋部（下部工） 桁を工場から現場運搬 運ばれてきた桁を大型 
クレーンで架設 

架設された桁上部に床 
版のための鉄板を設置 

床版の強度を確保する 
ためコンクリートを打設 

橋から落ちないよう壁高 
欄を造り完成 

上下部一体分の下部 
工を造る 

張り出すための片持ち 
施工を行う準備 
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片持施工完了のため 
陸上からの施工 

１．基礎工【ニューマチックケーソン（ Pneumatic caisson method）工法※】 

※ﾆｭｰﾏﾁｯｸｹｰｿﾝ工法 
「Pneumatic」は「空気の」という意味で
「caisson」は「函（はこ）」を意味します。日

本では「潜函」工法とも呼ばれています。
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄの函（躯体）を地上で構築し、
躯体下部に気密な作業室を設け、ここに
地下水位に見合った圧縮空気を送り込む
ことにより、地下水の侵入を防ぎ、掘削・排
土を行いながらその躯体を地中に沈める
工法です。 

ﾆｭｰﾏ
設置
写真 

☆橋梁施工にあたっての苦労話・・・ 

 コンクリート橋部の橋脚のための基礎工については 当初、地面から縦に掘削

する機械にて掘削する計画でありましたが、約４割程度掘削が終わったところで想
定していた土質と違い、男体山からの土石流による巨石が露出しました。無理して
掘削を試みましたが、掘削機械やケーソンの刃口は大きな損傷を受けてしまいま
した。そのため、ケーソンの沈下方法を検討するため、約半年間の調査・設計を行
い、ﾆｭｰﾏﾁｯｸｹｰｿﾝ工法に変更し火薬を使い巨石を割り、施工を進めました。なお、
開通予定に合わせるため約半年間の期間を工程の遅れを戻すよう努力しました。 

クラムシェ
ル 

損傷写真 

☆コンクリート橋部の箱桁とは･･･ 

 コンクリート橋部の桁は字の通り箱の形状して
います。箱の高さは高いところで約６ｍあります。
そして外側に向けて段々小さくなっていきます。 

橋梁断面図 

コンクリート橋部L=147m 鋼橋部L=159m 

２．下部工 
 ケーソン基礎の筒の中に土砂を埋め戻して頂版コ
ンクリートを打設しその上部に橋脚を施工しました。 

３．上部工 

①脚頭部の
施工 

②柱頭部の
施工 

③片持架設
の施工 

 ④側径間部
の施工 

⑥橋面部の
施工 

橋脚を３リフトに分けて施工しました。 
柱頭部の施工が完了後トラベラーを
設置します。 

片持ち架設でA2、P5に向けて張り出していきます。（張出し施工：片側58.5m）なお、日光宇都宮道路及びＪＲ日光線
上空については夜間にトラベラーが移動し桁を施工しました。 

 長い間のご
理解、 

ご協力に感謝
します 

⑤橋梁付属
物の施工 

 橋脚柱頭部上に片持架設用移動作業車（トラベ
ラー）を据付け両側に向かって1ブロックずつバラン
スをとりながら順次架設する方法で施工しました。 

 上部のコンクリート橋を支えるためケーソンと呼
ばれる鉄筋コンクリート構造物でできた箱を地中
に埋めました。 

  コンクリート橋部は栃木県内でも数橋しか施工されていない工法であります。ＪＲ日光線及び日光宇都宮
道路を一気に跨ぐ必要があるため、当工法が採用されました。 

◆○○○○○○○の特徴 

 この橋は、ＪＲ日光線と日光宇都宮道路を一気に跨ぐ橋であり、森友側は鋼橋、板橋
側はコンクリート橋となっております。 

 鋼橋部はコンクリート橋台及び橋脚に工場製作の橋桁を架設しており、床版は鉄とコ
ンクリートが一体となって強度を確保する“合成床版”を採用しています。 

 また、コンクリート橋部は鉄道と高速道路の上部を一気に跨ぐため、下部から架設する
ことが困難であることから、上部と下部が一体となって強度を確保するラーメン構造を採
用しています。下部工を施工したのち、橋脚から外側に向けて移動作業車（トラベラー）
によりバランスをとり除々に張出しながら施工する片持架設にて上部工が造られます。 

PCTﾗｰﾒﾝ橋 工法説明図 

橋長 
L=306m 

壁高欄は橋面から張り出して施工
しました。 

圧縮空気を送るための設備
を設置しました。 

円筒上のケーソン基礎が地
中に埋設しました。 

落橋防止構造を施工しました。 

橋梁部完成 

土沢大橋側面図 

足場・支保工を地上または桁から吊
り側径間部を施工しました。 張出し部が完成しました。 

壁高欄が完成しました。 


